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行
財
政
改
革
大
綱
で
は
、『
市

民
等
と
の
協
働
』『
顧
客
重
視
』『
健

全
財
政
』『
効
果
的
な
業
務
プ
ロ

セ
ス
』『
高
度
な
執
行
体
制
』
の

５
本
の
柱
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
柱
に
沿
っ
て
、「
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
都
市
経
営
の
推

進
」
な
ど
24
の
施
策
を
定
め
、
施

策
は
さ
ら
に
、
64
の
事
務
事
業
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
計
画
と
実
施
結

果
と
の
比
較
で
は
、
担
当
課
が
示

し
た
計
画
ど
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
実
施
し
た
も
の
が
49
事
業
、

計
画
を
前
倒
し
し
て
実
施
し
た
も

の
が
２
事
業
、
当
初
の
計
画
か
ら

遅
れ
て
実
施
し
た
も
の
が
13
事
業

で
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
平
成
17
年
度
末
で

完
了
し
た
も
の
が
５
事
業
、
検
討

を
行
い
実
施
の
必
要
が
な
く
な
っ

た
も
の
が
３
事
業
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
残
る
56
事
業
は
、
本
年
度
以

降
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
（
７
ペ
ー
ジ
表
１
参
照
）。
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財
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改
革
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取
り
組
み
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財
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改
革
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取
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組
み

　本市では合併以来、最重要施策の１つとして行財政改革を
推進しています。その指針となるのが、平成 17年 3月に策
定した「第四次鳥取市行財政改革大綱」です。
　大綱では、平成 17年度から平成 21年度までの 5年間を
構想期間として、「将来にわたり市民の行政需要に対応可能
な、簡素で効率的な都市経営の実現」を目指すこととし、行
政コストの削減や予算の重点配分による行政サービスの質の
向上などに取り組んでいます。
　本年度は、集中的改革実施期間として位置づけている平成
17年度から 19年度までの中間の年です。
　そこで今回は、行財政改革の進捗状況と現在までの成果に
ついてお知らせします。
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